
星
ー
ー
／

昭和37年4月25日
（毎月1回25日発行）1部20円信通仏全第7、白白畿賜鶉）（1）

’

パ
鮎
済
，
呑

　　　　、㌃

》’

　　　今～

もき噺

　》、　ヤ

’ゼ’

　　　　，匝

　
　
　
　
　
　
こ
　
ポ
げ
お
ち
ナ

ひ
＼
寧
撫
路
∴

　
　
　
　
オ
、
　
’
　

執
　
　
♂
’

ll鍵轟難1

参
議
員
選
挙
と

仏
教
徒
の
要
望

　
第
六
回
の
参
議
員
通
常
選
挙
は
、
い

ま
の
と
こ
ろ
特
別
の
事
態
が
発
生
し
な

い
か
ぎ
り
七
月
一
日
に
行
わ
れ
る
公
算

が
大
き
い
と
お
も
わ
れ
る
が
、
こ
れ
に

つ
い
て
仏
教
徒
は
ど
の
よ
う
な
心
構
え

と
態
勢
を
と
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

　
参
議
院
と
議
員
の
あ
り
方
に
つ
い
て

は
最
近
い
ろ
い
ろ
な
論
議
も
行
わ
れ
、

（
そ
の
中
に
は
国
会
は
一
院
制
と
せ
よ

と
か
、
ま
た
は
参
議
院
無
用
論
を
と
な

え
る
人
さ
え
あ
る
）
衆
議
院
の
ゆ
き
過

ぎ
を
抑
え
て
国
政
審
議
に
慎
重
味
を
加

え
る
た
め
に
、
知
性
の
豊
富
な
人
や
、

職
能
代
表
的
な
人
々
に
よ
る
二
院
制
に

つ
い
て
は
、
強
ち
無
用
論
を
唱
え
る
ほ

ど
の
必
要
は
な
い
と
お
も
わ
れ
る
。

　
た
だ
衆
議
院
に
し
て
も
参
議
院
に
し

て
も
派
閥
争
い
や
、
利
権
争
奪
の
場
所

ら
し
く
見
せ
つ
け
ら
れ
る
と
、
国
民
と

し
て
は
国
会
審
議
の
必
要
を
感
じ
な
が

ら
も
、
国
会
を
軽
蔑
し
た
く
な
る
こ
と

は
、
や
む
を
得
な
い
の
で
、
い
き
お
い

選
挙
や
国
会
に
対
し
て
無
関
心
と
な
り

気
乗
り
薄
と
な
る
の
で
あ
る
。

　
近
代
的
法
治
国
家
と
し
て
の
日
本
民

族
の
あ
り
方
は
、
国
際
間
に
お
い
て
必

ず
し
も
悪
い
評
判
ば
か
り
で
も
な
い
よ

う
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
選
挙
に
対
す
る

関
心
の
度
合
い
や
、
選
挙
方
法
、
国
会

の
あ
り
方
等
に
鞭
て
は
き
わ
め
て
初
歩

的
で
あ
り
未
開
国
的
で
あ
る
と
さ
え
評

さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

　
と
く
に
宗
教
と
政
治
の
関
係
に
つ
い

て
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
に
お
く
れ
て
い

る
こ
と
、
ま
た
は
不
勉
強
の
点
に
於
て

大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
問
題
で
あ

る
。
　
故
人
と
な
っ
た
安
藤
正
純
氏
が
よ
く

云
わ
れ
た
が
近
代
政
治
は
、
政
教
分
離

で
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
の
で
あ
る
け

れ
ど
も
、
そ
れ
を
政
教
分
裂
と
早
合
点

し
て
は
な
ら
な
い
、
と
。

　
経
世
済
民
と
い
う
政
治
用
語
と
、
抜

苦
与
楽
と
い
う
仏
教
用
語
は
実
に
表
裏

一
体
で
離
す
こ
と
の
出
来
な
い
ご
と
く

人
間
が
社
会
づ
く
り
、
国
づ
く
り
を
成

し
と
げ
て
ゆ
く
場
合
、
精
神
生
活
と
物

質
生
活
を
な
し
と
げ
て
ゆ
く
の
で
あ
る

就
任
の
御
挨
拶
　
金
剛
秀
一

今
回
小
生
図
ら
ず
も
理
事
会
の
推
挙

に
よ
り
会
長
の
委
嘱
を
受
け
て
、
財
団

法
人
全
日
本
仏
教
会
の
理
事
長
に
就
任

い
た
し
ま
し
た
こ
と
は
、
誠
に
光
栄
に

存
ず
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
御
承
知
の
と
お
り
、
全
日
本
仏
教
会

が
新
時
代
の
要
求
に
応
じ
、
財
団
法
人

と
し
て
発
足
致
し
ま
し
て
か
ら
、
早
や

五
ケ
年
の
歳
月
が
流
れ
よ
う
と
し
て
お

り
ま
す
。
そ
の
間
幾
多
の
重
大
時
局
に

直
面
し
、
仏
教
界
も
ま
た
内
外
の
刺
戟

を
受
け
つ
つ
、
幾
変
転
を
経
て
今
日
に

至
っ
て
お
り
ま
す
。
私
は
全
日
本
仏
教

会
が
今
目
活
躍
し
得
る
蔭
に
は
、
諸
仏

諸
天
の
加
護
に
依
る
こ
と
は
言
う
を
倹

た
ず
、
特
に
歴
代
の
幹
部
諸
師
を
は
じ

め
、
幾
多
の
先
輩
同
志
の
一
方
な
ら
ざ

る
御
苦
心
と
御
努
力
に
よ
る
も
の
と
存

じ
、
此
等
の
御
尽
力
に
対
し
衷
心
よ
り

感
謝
申
上
げ
る
と
共
に
、
全
国
同
憂
の

仏
教
徒
各
位
の
御
期
待
の
万
分
の
一
に
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か
ら
、
こ
の
た
め
に
は
宗
教
と
政
治
は

必
ず
な
ら
び
行
わ
れ
て
ゆ
く
こ
と
か
自

然
で
あ
り
必
然
で
あ
る
か
に
考
え
ら
れ

る
。
　
そ
れ
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
キ
リ
ス
ト
教

に
よ
る
政
党
が
生
れ
東
洋
に
於
て
仏
教

に
よ
る
、
ア
シ
・
力
王
の
政
治
や
、
聖
徳

太
子
の
篤
敬
三
宝
の
政
治
観
が
あ
っ
た

の
も
不
自
然
で
は
な
い
。
然
し
現
代
日

本
の
複
雑
し
た
政
治
思
想
を
有
す
る
今

日
に
於
て
何
々
教
に
よ
る
政
党
や
宗
教

政
治
結
社
が
無
条
件
に
発
展
す
る
こ
と

は
容
易
な
こ
と
で
は
あ
る
ま
い
。
然
し

仏
教
国
と
云
わ
れ
る
日
本
に
於
て
も
少

し
仏
教
徒
が
政
治
良
識
を
豊
富
に
持

ち
、
も
少
し
積
極
的
に
政
治
に
関
心
を

持
つ
よ
う
に
な
る
こ
と
は
日
本
の
政
治

理
念
を
向
上
さ
せ
、
ま
た
は
現
代
日
本

の
精
神
的
土
壌
を
健
全
化
す
る
た
め
に

も
望
ま
し
い
こ
と
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　
仏
教
徒
の
中
に
は
頭
か
ら
政
治
を
不

潔
視
す
る
既
成
観
念
が
あ
っ
て
、
現
実

の
人
生
生
活
に
遊
離
し
て
い
る
態
度
を

も
つ
て
本
来
の
在
り
方
の
如
く
思
っ
て

い
る
こ
と
は
仏
教
そ
の
も
の
を
み
つ
か

ら
萎
縮
せ
し
め
無
力
化
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
と
思
う
。
創
価
学
会
の
活
動

等
は
（
そ
の
正
邪
は
別
と
し
て
）
こ
の

も
　
　
も
　
　
へ
　
　
も

か
ん
げ
き
に
乗
じ
て
顕
わ
れ
た
も
の
と

見
る
こ
と
も
出
来
る
。

　
仏
教
徒
と
し
て
こ
の
た
び
の
参
院
選

挙
に
出
馬
さ
れ
る
人
々
で
噂
に
上
っ
て

い
る
人
々
は
、
草
葉
隆
円
、
川
野
三
暁

中
野
文
門
、
大
谷
螢
潤
、
小
柳
牧
羊
、

今
井
裕
申
等
の
名
前
が
伝
わ
っ
て
い
る

の
で
あ
る
が
、
選
挙
対
策
と
し
て
は
去

る
四
月
十
三
日
仏
教
政
治
同
盟
の
主
催

で
選
挙
法
の
所
管
大
臣
安
井
謙
氏
を
囲

ん
で
い
ろ
い
ろ
と
研
究
的
意
見
交
換
会

が
行
わ
れ
た
の
で
こ
れ
ら
の
研
究
資
料

を
参
考
に
し
、
わ
れ
わ
れ
仏
教
徒
と
し

て
、
ま
た
は
、
全
手
と
し
て
は
出
来
る

だ
け
合
法
的
な
方
法
と
態
勢
を
も
つ
て

こ
れ
ら
優
秀
な
候
補
者
を
激
励
し
て
且

つ
そ
の
当
選
を
期
し
て
や
ま
な
い
も
の

で
あ
る
。
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第
十
回

　
全
日
本
仏
教
徒
会
議

i
大
阪
大
会
1

一、

咩
冝
@
昭
和
三
十
七
年
六
月
一
日

　
　
　
　
　
　
（
金
）
二
日
（
土
）

一
、
会
場
　
第
一
日
東
本
願
寺
難
波
別

　
　
　
　
　
　
　
　
院
（
南
御
堂
）

　
　
　
　
　
第
二
日
四
天
王
寺

上
、
開
会
式
　
六
月
一
日
午
前
九
時

一
、
参
加
申
込

　
　
0
参
加
費
　
五
〇
〇
円
（
全
日
本

　
　
　
　
　
　
　
仏
教
会
宛
）

　
　
O
宿
泊
（
並
に
観
光
費
）
大
阪
府

　
　
　
　
　
　
　
仏
教
会
1
1
大
阪
市
東

　
　
　
　
　
　
　
区
北
久
太
郎
町
四
、

　
　
　
　
　
　
　
難
波
別
院
内
へ

一、

L
念
講
演
　
講
師
　
大
阪
府
知
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
左
藤
義
詮
氏

　
　
　
　
演
題
　
「
現
世
に
仏
心
を
」

一、

ﾏ
光
、
見
学
（
申
込
み
は
府
仏
事

　
　
　
　
　
　
　
　
務
所
）

　
　
　
④
コ
ー
ス
　
叡
福
寺
（
聖
徳
太

　
　
　
　
　
　
　
子
御
廟
）
1
葛
井
寺

　
　
　
　
　
　
　
（
西
国
第
五
番
札
所
）

　
　
　
　
　
　
　
等

　
　
　
⑬
コ
ー
ス
　
市
内
観
光

　
（
費
用
A
コ
ー
ス
三
〇
〇
円
、
B
コ

　
　
ー
ス
綴
織
〇
円
、
出
発
は
A
、
B

　
　
コ
ー
ス
共
二
日
午
後
三
時
三
十
分

　
　
所
要
時
間
凡
そ
、
三
時
間
半
）

一
、
仏
教
音
楽
発
表
会

　
　
　
六
月
一
日
午
後
六
時
　
相
愛
学

　
　
　
園
講
堂

な
お
、
参
加
希
望
者
は
所
定
の
手
続
き

を
経
て
、
至
急
御
申
込
み
の
こ
と
。
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第三種郵便物認可 全戸通信 昭和37年4月25日　（2）

昭和三十七年度財団法人全日本仏教会歳入歳出予算書

　　　　　歳　　　入
　金　　7，895，000円也　　　　歳入予算高

　　　　　歳　　　出
　金　　7，895，000円也　　　　歳出予算高

　　　　歳入歳出差引残高なし

昭和37年度財団法人全日本仏教会歳入歳出予算

　　　　　歳　　　　　入
科　　　　　　　　　目 比

款 項 目 予　　算：　額 前年度予算：額
○増　△滅

1負　　　　担　　　　金 7，200，000円 6，100．000円 01．100．000円
1各　宗　派　負　担　金 1各　宗　派　負　担　金 6，100，000 5，000，000 01，100，000
2各　団　体　負　担　金 2各　団　体　負　担　金 1，100，000 1，100，000 0

2寄　　　　付　　　　金 1寄　　　　付　　　　金 1寄　　　　付　　　　金 200，000 200，000 0

3未　　納　　徴　　収　　金 1未　納　　徴　収　金 1　未　　圏内　　徴　　叫又　　金 50，000 50，000 0

4基　　　金　　　果　　　実 1基　　金　　果　　実 1基　　　金　　　果　　　実 35，000 35，000 0

5雑　　　　収　　　　　入． 1雑　　　　収　　　　入 1雑　　　　　収　　　　　入 400，000 400，000 0
6’ J　　　　越　　　　金 11繰　　　　‘越　　　　　金， 1繰　　　　越　　　　金 10，000 1，000 0　　　　9．000

歳　　　　　　　　　入　　　　　　　　　計 7，895，000 6，786，000 01，109，000

歳 出

科　　　　　　　　目 予　　算　　額 前年度予算額
比　　　　較

款 項 目 ○　　増　△減

1事　　務　　所　　　費 4，664，000円 4，096，000円 0　568，000円
1人　　　　件　　　　費 2，604，000 2，246，000 0　358，000

1役　　　貝　　　手　　　当 130，000 90，000 0　　40，000

2職　　　貝　　　俸　　　給 1，572，000 1，422，000 0　150，’000

3諸　　　　　　　　　　給 682，000 514，000 0　168，000

4厚　　　　生　　　　費 170，000 170，000 0

5退　職　積　立　　金 50，000 50，000 0

2事　　　　務　　　　費 ，　960，000 850，000 O　l10，000
1イ昔　　館　　f昔　　室　　費 300，000 300，000 0

2通　　　　信　　　　費 400，000 300，000 0　100，000

3消　　　　耗　　　　費 50，000 40，000 0　　10．000

4光　　　　熱　　　　費 20，000 20，000 0

5備　　　　品　　　　費 20，000 20，000 0

6印　　　　刷　　　　費 150，000 150，000 0

7雑　　　　諸　　　　費 20，’ O00 20，000 0

3旅　　　　　　　　　　費 1旅　　　　　　　　　　費 500，000 500，000 0

4関　西　事　務　局　費 1関　西　事務　局　費 600，000 500，000 0　100・000

2総　　務　　局　　費 1，261，000 1，070，000 『0　191，000

1会　　　　議　　　　費 641，000 600，000 0　　41，000

1理　　　事　　　会　　　費 81，000 81，000 0

2評　　議　　貝　　会　　費 110，000 110，000 0

3各　種委　貝　会費 200，000 200，000 0

4会　　　　議　　　　費 250，000 209，000 0　　41，000

2共通事項処弁費 1共通事項処・門真 220，000 220，000 0

3調　　査　　研　　究　　費 1調　査　研　究　費 200，000 50，000 0　150。000

4渉　　　　外　　　　費 1渉　　　　外　　　　費 200，000 200，000 0

3組　　織　　　局　　　費 1，310，000 960，000 0　350，000

1組　織　強　化　費 700，000 500，000 0　　2門00，000

1組　織　強　化　費 200，000 200，000 0

2国内仏教徒会議費 500，000 300，000 0　200，000

2教　　　　化　　　　費 180，000 180，000 0

1講　　　習　　　会　　　費 100，000 100，000 0

2　教　　　　イヒ　　　　言者　　　　てセ 80，000 80，000 0

3弘　　　　報　　　　費 430，000 280，000 0　　150，000

1機　関　誌　発　行　費 380，000 230，000 0　150．000

2宣　伝　・　報　道　費 50，000 50，000 0

4国　　際　　局　　費 500，000 500，000 0

1国　際　運　　動　費 500，000 500，000 0

1海外仏教使節接待費 170，000 170，000 0

2世界仏教徒文化交流費 100，000 100，000 0

3国際仏教運動費 230，000 230，000 0

5雑i　　　　　　　　　費 1雑i　　　　　　　　　費 1雑i　　　　　　　　　費 50，000 50，000 0

6予　　　　備　　　　　費 1予　　　　備　　　　費 1予　　　　備　　　　費 110，000 110，000 0

歳　　　　　　　出　　　　　　　計 7，895，000 6，786，000 01，109，000

野r‘“．・　　　『，・μ・・一・＝1｛乙一’別響．昇・’
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昭和37年4月’25日信通仏全（3）　第三種郵便物認可

昭
和
三
十
七
年
度

予
算
を
承
認

常
務
理
事
、
理
事
、
評
議
員
会
等
開
催

新
理
事
長
に
金
剛
秀

　
去
る
三
月
二
十
七
日
東
京
サ
ボ
イ
に

於
て
常
務
理
事
会
が
開
催
さ
れ
、
昭
和

三
十
七
年
度
予
算
（
総
額
七
、
八
九
五
、

○
○
○
円
）
が
承
認
さ
れ
、
米
英
両
国

核
実
験
再
開
に
対
す
る
声
明
書
、
仏
教

東
漸
七
十
年
記
念
事
業
に
関
す
る
問
題

等
が
種
々
検
討
さ
れ
た
。
東
漸
七
十
年

記
念
事
業
に
関
し
て
は
、
事
務
が
既
に

進
み
、
記
念
会
で
は
役
員
、
予
算
、
開

催
の
日
程
を
決
定
公
表
し
、
今
か
ら
全

仏
が
主
催
す
る
と
云
っ
て
も
不
可
能
で

あ
り
、
諸
般
難
点
あ
り
、
協
賛
の
場
合

と
し
て
も
財
政
的
面
は
除
外
す
る
立
場

を
条
件
付
け
、
最
終
決
定
に
つ
い
て

は
、
理
事
長
（
全
仏
当
局
）
へ
一
任
さ

れ
る
事
と
な
り
、
東
漸
事
務
当
局
者
と

連
絡
打
合
せ
を
行
い
、
諸
般
を
検
討
し

善
処
さ
れ
る
事
と
な
っ
た
。
当
日
の
出

席
常
務
理
事
は
左
記
十
二
名
（
内
委
任

一
名
）
で
あ
る
。

　
来
馬
道
断
　
長
岡
慶
信
　
阿
部
慶
昭

阿
部
竜
伝
　
野
村
宗
春
　
岩
野
真
雄

山
中
忍
海
　
山
本
　
杉
　
倉
持
秀
峰

加
賀
美
日
覆
　
末
広
愛
書
　
清
水
祐
之

当
局
全
員

　
翌
二
十
八
日
築
地
本
願
寺
会
議
室
に

於
て
理
事
会
が
開
催
さ
れ
、
来
馬
理
事

長
は
予
算
成
立
と
共
に
辞
意
を
表
明

し
、
末
広
愛
邦
、
阿
部
竜
伝
、
野
村
宗

春
、
高
橋
翼
翼
、
松
本
徳
明
氏
等
が
選

考
委
員
に
挙
げ
ら
れ
そ
の
結
果
、
後
任

理
事
長
に
曹
洞
宗
上
履
総
長
金
剛
秀
一

氏
が
推
薦
さ
れ
た
。
次
い
で
曹
洞
宗
、

高
野
山
真
言
宗
、
真
言
宗
智
山
派
等
の

氏
就
任

宗
派
当
局
人
事
更
迭
に
伴
う
全
仏
役
職

は
、
前
任
者
通
り
理
事
及
び
常
務
理
事

に
選
任
す
る
事
を
諒
承
し
た
。
そ
の
他

の
議
題
に
つ
い
て
は
評
議
員
会
と
合
同

会
議
が
持
た
れ
た
。
当
日
の
出
席
理
事

は
左
記
二
十
四
名
（
内
委
任
十
二
名
）

で
あ
る
。

　
来
馬
道
断
、
阿
部
竜
伝
、
末
広
愛
邦

間
野
敬
重
、
松
本
徳
明
、
野
村
宗
春
、

高
峰
秀
海
、
渡
辺
俊
英
、
高
橋
隆
天
、

金
剛
秀
一
、
宮
前
直
垂
、
阿
部
慶
昭
、

当
局
全
員

　
O
評
議
員
会
議
事
録
要
旨

一
、
日
時
　
昭
和
計
七
年
三
月
廿
八
日

　
　
　
　
　
自
午
前
十
一
時
　
至
三
時

　
　
　
　
　
十
分

二
、
場
所
　
東
京
築
地
本
願
寺
会
議
室

三
、
出
席
者
　
雷
名
（
内
委
任
状
七
一

　
　
　
　
　
通
）
順
不
同
略
敬
称

来
馬
道
断

藤
川
　
博

木
山
十
彰

熊
野
竜
夫

阿
部
竜
伝

野
依
秀
市

壬
生
照
順

松
村
寿
顕

阿
部
慶
昭

金
剛
秀
一

木
村
智
広

米
山
　
久

村
野
宣
忠

奥
田
行
朗

間
野
敬
重

高
峰
秀
海

山
本
宗
源

岩
野
真
雄

末
広
愛
邦

宮
前
鳳
洲

小
谷
徳
水

荒
井
興
範

川
口
東
晃

高
橋
隆
天

朽
木
正
巳

若
槻
修
道

二
宮
清
海

吉
本
道
堅

野
村
宗
春

　
　
　
　
　
　
（
以
上
二
十
九
名
）

当
局
者

白
山
事
務
総
長
　
栗
本
局
長
　
狩
野

局
長
　
別
所
部
長
　
吉
井
部
長
　
柳

部
長
　
門
屋
、
相
馬
、
鎌
田
主
事

四
、
議
　
題

　
1
、
昭
和
三
十
七
年
度
全
日
本
仏
教

　
　
　
会
歳
入
歳
出
予
算
案

　
2
、
木
全
大
孝
監
事
死
亡
に
伴
い
監

　
　
　
事
補
欠
選
任
に
関
す
る
件

　
3
、
第
十
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議
に

　
　
　
関
す
る
件

　
4
、
仏
教
会
当
面
の
諸
問
題
に
関
す

　
　
　
る
報
告

五
、
議
事
経
過
及
び
決
議

　
　
栗
本
局
長
の
司
会
に
依
り
開
会

　
　
し
、
白
山
事
務
総
長
よ
り
三
十
六

　
　
年
度
事
務
、
事
業
報
告
あ
り
。
次

　
　
い
で
栗
本
局
長
よ
り
評
議
員
人
事

　
　
異
動
に
つ
き
報
告
あ
り
、
議
長
選

　
　
出
方
を
諮
る
。

　
　
当
局
一
任
の
動
議
成
立
し
、
村
野

　
　
宣
忠
氏
を
指
命
す
。

村
野
議
長
　
就
任
挨
拶
あ
り
、
議
事

　
　
に
入
る
。

栗
本
　
欠
員
理
事
推
薦
の
件
を
諮

　
　
る
。
宗
派
当
局
者
人
事
更
迭
に
伴

　
　
う
曹
洞
宗
（
金
剛
氏
外
二
名
）
、

　
　
智
山
派
（
上
野
氏
）
高
野
山
（
高

　
　
峰
氏
）
の
理
事
就
任
を
諮
る
。

議
長
　
理
事
推
薦
の
件
は
、
動
議
成

　
　
書
し
当
局
案
通
り
、
承
認
可
決
確

　
定
す
。

理
事
長
　
挨
拶
の
後
、
予
算
編
成
方

　
針
に
つ
き
報
告
あ
り
。

議
長
議
案
第
一
号
昭
和
三
十
七
年

　
度
全
日
本
仏
教
会
歳
入
歳
出
予
算

　
案
を
上
程
す
。
審
議
に
入
る
。

　
栗
本
局
長
よ
り
提
案
理
由
の
説
明

　
あ
り
、
若
槻
氏
（
曹
洞
）
よ
り
各

　
宗
負
担
金
一
覧
表
の
配
布
要
請
あ

　
り
、
吉
本
氏
（
神
奈
川
）
よ
り
、

　
雑
収
入
は
大
会
、
講
習
会
を
如
何

　
程
に
見
込
ん
で
い
る
か
に
つ
い

　
て
、
又
、
宗
派
と
加
盟
団
体
と
の
負

　
担
金
差
額
が
甚
し
い
点
に
つ
き
、

　
及
び
財
界
を
動
か
し
寄
付
金
の
増

　
額
要
請
等
あ
り
、
壬
生
氏
（
近
代

　
仏
研
）
よ
り
調
査
研
究
費
に
つ
き

　
質
疑
等
あ
り
。

議
長
　
本
案
の
可
否
を
諮
り
、
動
議

　
成
立
し
、

　
昭
和
三
十
七
年
度
全
日
本
仏
教
会

　
歳
入
歳
出
予
算
案
は
、
原
案
通
り

　
可
決
確
定
す
。

議
長
　
議
案
第
二
号
監
事
補
欠
選
任

　
に
関
す
る
件
を
上
程
す
。

栗
本
　
木
全
大
孝
監
事
死
亡
に
伴
う

　
補
欠
選
任
で
あ
る
旨
説
明
あ
り
、

　
選
出
方
を
諮
る
。
当
局
一
任
の
動

　
議
成
立
し
、
兵
庫
県
仏
佐
藤
覚
雄

　
氏
を
推
薦
す
る
。

議
長
　
監
事
補
欠
と
し
て
兵
庫
県
仏

　
佐
藤
覚
雄
氏
を
選
任
す
る
旨
を
諮

　
り
、
動
議
成
立
し
可
決
確
定
す
。

議
長
　
議
案
第
三
号
第
十
回
全
日
本

　
仏
教
徒
会
議
に
関
す
る
件
上
程
す

　
狩
野
局
長
よ
り
六
月
一
、
二
両
日

　
に
亘
り
、
大
阪
難
波
別
院
及
び
四

　
天
王
寺
に
於
て
開
催
す
る
旨
、
会

　
議
内
容
及
び
運
営
に
つ
き
方
針
説

　
明
あ
り
、
質
疑
応
答
あ
り
。

議
長
　
休
憩
を
宣
す
。

　
（
十
二
時
十
五
分
）

　
（
午
後
一
時
十
五
分
再
開
）

議
長
　
再
開
を
宣
す
。

粟
本
　
昭
和
三
十
六
年
度
決
算
承
認

　
に
つ
い
て
は
、
前
例
に
依
り
追
つ

　
て
監
事
会
、
理
事
会
の
議
を
経
て

　
評
議
員
宛
文
書
を
以
っ
て
報
告
、

　
承
認
を
得
た
き
旨
を
諮
る
。

議
長
　
可
否
を
諮
る
、
動
議
成
立
し

　
昭
和
三
十
六
年
度
歳
入
歳
出
決
算

　
に
つ
い
て
は
、
文
書
を
以
っ
て
報

　
告
、
承
認
可
決
す
る
事
を
諒
承
す
。

　
議
事
録
署
名
委
員
に
左
の
二
名
を

　
指
名
す
。

　
　
　
二
宮
清
海
氏
　
吉
本
道
堅
氏

議
長
　
理
事
会
開
催
の
丸
め
、
暫
時

　
休
憩
を
宣
す
。

　
　
（
午
後
一
時
二
十
分
）

　
　
（
午
後
二
時
二
十
分
再
開
）

議
長
　
再
会
を
宣
し
、
栗
本
局
長
よ

　
り
来
馬
理
事
長
は
一
身
上
の
都
合

　
に
依
り
辞
任
さ
れ
、
後
任
に
金
剛

　
秀
一
氏
が
就
任
し
た
旨
報
告
が
あ

　
り
、
金
剛
新
理
事
長
の
就
任
挨
拶

　
あ
り
。
栗
本
局
長
よ
り
評
議
員
、

　
理
事
合
同
会
議
に
入
る
旨
を
諮

　
り
、
村
野
議
長
は
、
合
同
会
議
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

　
入
る
た
め
、
新
理
事
長
と
議
長
を

　
交
代
す
。

金
剛
理
事
長
　
議
長
就
任
挨
拶
あ

　
り
、
議
案
第
三
号
継
続
会
議
に
入

　
る
。
大
阪
開
催
地
区
を
代
表
し
、

　
間
野
氏
よ
り
協
力
方
依
頼
の
挨
拶

　
あ
り
。
本
案
は
承
認
可
決
す
。

金
剛
議
長
　
議
案
第
四
号
仏
教
会
当

　
面
の
諸
問
題
に
関
す
る
報
告
を
上

　
程
、
当
局
の
報
告
説
明
を
求
む
。

栗
本
　
①
米
英
両
国
核
実
験
再
開
に

　
関
す
る
声
明
書
（
既
に
理
事
会
の

　
議
を
経
て
お
り
、
全
日
仏
の
名
に

　
於
て
内
外
へ
声
明
す
る
。
）
②
墓
地

　
問
題
（
判
決
待
ち
の
状
態
で
あ

　
る
。
）
③
解
放
農
地
補
償
問
題
（
全

　
国
農
地
解
放
者
同
盟
と
協
力
し
、

　
運
動
解
決
に
推
進
し
て
い
る
。
請

　
願
書
を
衆
参
両
院
宛
提
出
す
。
全

　
国
寺
院
の
解
放
農
地
調
査
は
、
集

　
暗
中
で
あ
る
。
）
④
宗
教
保
育
施
設

　
の
問
題
（
対
策
運
動
中
で
あ
る
。
）

　
⑤
仏
教
東
漸
七
十
年
記
念
事
業
に

　
関
す
る
問
題
（
理
事
会
に
於
て
は

　
こ
の
問
題
に
関
し
て
は
付
帯
条
件

　
を
付
し
、
事
務
当
局
者
間
に
於
て

　
諸
般
検
討
の
上
、
そ
の
結
果
に
於

　
て
、
名
称
の
み
の
協
賛
を
承
認
す

　
る
方
針
で
あ
る
。
）

議
長
　
閉
会
の
旨
を
宣
し
、
閉
会
挨

　
拶
あ
り
。

栗
本
　
閉
会
挨
拶
あ
り
。

　
（
午
後
三
時
十
分
）

壁
凋、
f
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米
の
核
実
験
宣
言
に

全
仏
が
声
明
を
発
表

米
大
統
領
ら
へ
強
く
ア
ピ
ー
ル

　
既
報
の
と
お
り
、
去
る
三
月
六
日
開

催
の
全
区
国
際
委
員
会
に
お
い
て
、
米

英
に
お
け
る
核
爆
発
実
験
の
再
開
宣
言

に
対
す
る
全
仏
の
声
明
案
が
審
議
さ
れ

た
が
、
三
月
廿
八
日
の
常
務
理
事
会
席

上
こ
の
内
容
が
一
部
修
正
さ
れ
、
別
記

の
通
り
こ
の
ほ
ど
在
日
米
、
英
両
国
大

使
館
を
通
じ
て
米
大
統
領
、
英
首
相
あ

て
に
送
付
し
た
。
な
お
同
文
は
同
時
に

在
ビ
ル
マ
の
W
F
B
本
部
を
は
じ
め
、

各
国
W
F
B
セ
ン
タ
ー
あ
て
に
も
送
ら

れ
た
。　

　
声
　
　
明

　
我
々
日
本
仏
教
徒
は
、
仏
教
本

来
の
指
導
理
念
に
基
き
、
世
界
平

和
と
人
類
福
祉
の
た
め
国
際
緊
張

の
緩
和
に
努
め
て
来
た
が
、
世
界

の
情
勢
は
こ
れ
に
反
し
て
暗
雲
は

益
々
深
く
、
遂
に
今
回
米
国
に
於

て
核
爆
発
実
験
が
再
開
さ
れ
ん
と

す
る
こ
と
は
誠
に
遺
憾
な
極
み
で

あ
る
。

　
我
々
は
度
重
な
る
核
実
験
に
よ

り
増
大
す
る
放
射
性
物
質
の
災
禍

を
恐
れ
る
ば
か
り
で
な
く
、
こ
れ

に
よ
っ
て
新
ら
し
い
核
兵
器
が
開

発
さ
れ
、
核
戦
争
の
恐
怖
を
益
々

助
長
せ
し
め
る
こ
と
を
恐
れ
る
。

　
我
々
は
仏
陀
の
慈
悲
と
寛
容
の

精
神
を
以
て
、
こ
れ
ら
核
兵
器
実

験
に
か
か
わ
る
其
等
指
導
者
に
対

し
、
政
治
的
か
け
ひ
き
を
超
え
て

強
力
に
こ
れ
が
実
験
の
永
久
的
中

止
を
訴
え
る
と
共
に
、
世
界
平
和

と
人
類
幸
福
に
対
す
る
一
大
脅
威

の
除
去
に
、
最
大
の
努
力
を
払
わ

ね
ば
な
ら
な
い
。

　
今
回
の
米
国
及
英
国
に
於
け
る

核
実
験
再
開
は
遺
憾
な
極
み
で
あ

る
が
、
核
兵
器
所
有
の
各
国
は
速

や
か
に
国
際
正
義
と
人
道
と
に
よ

る
国
際
秩
序
を
打
立
て
る
べ
く
協

力
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
強
く
要
望
し

妓
に
内
外
に
声
明
す
る
。

　
昭
和
冊
七
年
三
月
廿
八
日

　
　
財
団
法
人
　
全
日
本
仏
教
会

各
宗
内
局
の
異
動
に
伴
い

全
紙
理
事
以
下
が
交
替

　
さ
き
の
各
宗
派
内
局
異
動
に
伴
い
、

全
仏
理
事
長
、
理
事
、
評
議
員
等
の
役

職
員
が
交
替
し
た
の
で
左
の
と
お
り
お

知
ら
せ
す
る
。

　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（

〃〃〃〃〃旧〃〃〃〃〃〃〃新
　　　　　　　）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

、

曹理
事
長
理
事

　
〃
評
議
員

　
〃
　
〃
　
〃
　
〃
理
事
長
理
事

　
1
1

評
議
員

　
1
1

　
〃

洞
　
宗

大遠海芳村来佐中若大二宮宮金

村藤野賀上馬々朗色場宮崎前剛
　　　　　　木
毛霊義達道道悟徳修竜清文鳳秀

道羊雄宗隆断山芳道賢海員洲一

〃 〃二
、

（
新
）

（
旧
）

〃三
、

（
新
）

（
旧
）

四
、

（
新
）

（
旧
）

（（旧新
））

〃
　
　
谷
　
北
　
俊
　
竜

〃
　
　
山
　
本
　
宗
　
源

　幹　理高　理盲評理評理真
”事” X”喋鵠事霊
木佐津高真竹上智佐経宮嶺谷
全藤 P田峰菓村野縣本地素干

大覚　実秀　　教頼　　近壬義
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五
、
静
岡
県
仏
教
会

（
新
）
　
会
　
長
　
二
　
宮
　
清
　
海

（
旧
）
　
〃
　
木
全
大
孝

　
な
お
長
年
に
亘
る
各
位
の
御
労
苦
に

対
し
紙
上
よ
り
厚
く
御
礼
申
上
げ
ま

す
。

全
仏
常
務
理
事
会
結
論
を

　
仏
教
東
漸
七
十
年
会
へ
回
答

　
す
で
に
報
ぜ
ら
れ
て
い
る
「
仏
教
東

漸
七
十
年
記
念
会
」
は
過
般
鈴
木
大
拙

博
士
を
会
長
と
し
て
発
足
し
、
計
上
予

算
二
千
万
円
の
下
に
、
本
年
十
月
に
は

日
本
仏
教
代
表
を
米
本
土
へ
派
遣
し
国

際
仏
教
会
議
を
開
催
し
、
ま
た
同
時
に

国
内
に
於
て
も
会
議
を
催
す
等
、
諸
事

業
を
計
画
し
、
逐
次
そ
の
準
備
を
進
め

て
い
る
が
、
去
る
二
月
廿
八
日
付
の
鈴

木
記
念
会
々
長
名
に
よ
る
公
信
が
全
土

理
事
長
戸
に
寄
せ
ら
れ
、
右
記
念
事
業

施
行
に
際
し
て
目
隠
の
協
賛
方
の
依
頼

を
申
出
て
来
た
。
全
仏
で
は
直
ち
に
関

西
事
務
総
局
、
及
び
東
西
両
本
願
寺
等

の
意
向
を
打
診
し
た
と
こ
ろ
、
趣
旨
に

は
賛
同
す
る
が
、
宗
派
と
し
て
の
は
考

え
て
い
な
い
と
の
意
向
を
聴
取
し
た
。

次
い
で
三
月
廿
七
日
の
常
務
理
事
会
に

重
て
、
本
件
が
審
議
さ
れ
、
左
の
結
論

に
達
し
た
の
で
、
そ
の
旨
四
月
一
日
付

公
信
を
以
て
直
ち
に
鈴
木
大
拙
会
長
宛

に
回
答
し
た
。

　
な
お
こ
れ
に
先
立
ち
、
全
仏
と
し
て

は
右
記
念
会
側
と
細
部
に
亘
る
打
合
せ

第
七
回
全
日
本
仏
教
講
習
会

　　

@　

@
八
月
二
卦
湘
高
尾
山
に
決
定

　
恒
例
の
全
日
本
仏
教
講
習
会
は
、
本
年
は
第
七
回
目
を
迎

え
、
こ
の
ほ
ど
東
京
都
下
八
王
子
市
大
本
山
高
尾
山
薬
王
院

側
（
中
央
線
高
尾
駅
下
車
）
の
御
諒
解
を
高
き
、
八
月
二
十
、

二
十
一
の
両
日
に
亘
っ
て
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し

た
。　
全
国
同
憂
各
位
の
多
数
御
参
会
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
詳

細
に
つ
い
て
は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
　
　
（
組
織
局
）

を
す
る
た
め
代
表
者
へ
面
会
を
申
入
れ

た
が
、
こ
れ
は
実
現
を
見
ず
に
終
っ
て

い
る
。

　
　
全
仏
の
回
答
要
旨

　
一
、
趣
旨
に
は
賛
同
す
る
が
、
協
賛

　
　
　
の
名
儀
の
み
に
止
め
る
こ
と

　
二
、
子
忌
加
盟
各
宗
派
、
諸
団
体
へ

　
　
　
の
募
財
は
な
る
べ
く
遠
慮
願
い

　
　
　
た
い
こ
と
。

　
三
、
全
野
関
係
役
職
員
は
個
人
の
立

　
　
　
場
で
の
み
参
加
す
る
こ
と
。

　
井
上
恵
行
氏

　
　
　
　
感
謝
慰
労
会
開
催

　
長
年
に
亘
っ
て
文
部
省
宗
務
課
弔
問

員
と
し
て
卒
去
の
た
め
尽
力
し
て
来
た

井
上
恵
行
氏
は
、
こ
の
ほ
ど
そ
の
要
職

を
退
か
れ
た
が
、
氏
の
長
年
の
労
苦
を

慰
労
、
感
謝
の
会
が
三
月
二
十
八
日
午

後
六
時
か
ら
東
京
日
比
谷
の
松
本
楼
に

お
い
て
、
全
仏
、
東
京
仏
教
団
、
埼
玉

県
仏
三
者
共
催
の
も
と
に
盛
大
に
開
催

さ
れ
た
。
当
日
は
都
内
近
県
か
ら
四
十

名
の
参
会
者
が
あ
り
、
各
氏
の
感
謝
の

挨
拶
に
つ
い
で
井
上
氏
は
「
今
夜
諸
大

徳
先
輩
多
数
が
私
の
た
め
に
慰
労
の
会

を
催
し
て
頂
き
感
激
に
耐
え
な
い
。
文

部
省
は
退
い
た
が
、
今
後
も
仏
教
界
の

た
め
に
な
る
こ
と
な
ら
出
来
る
だ
け
お

尽
し
し
た
い
」
と
挨
拶
し
、
終
っ
て
記

念
品
と
し
て
金
欄
の
輪
袈
裟
が
贈
ら
れ

午
後
八
時
過
ぎ
散
会
と
な
っ
た
。
当
夜

は
全
仏
新
・
旧
両
理
事
長
以
下
全
員
が

出
席
し
た
。

　
　
一
あ
と
が
き
一

△
新
理
事
長
に
金
剛
秀
一
氏
就
任
。
山

積
す
る
重
要
問
題
に
卓
越
せ
る
手
腕
が

大
い
に
期
待
さ
れ
る
。

△
参
議
員
選
挙
も
最
近
か
。
昭
和
冊
一

年
以
来
の
創
価
学
会
の
政
界
進
出
は
め

ざ
ま
し
い
。
今
回
も
九
名
が
立
候
補
し

て
全
員
当
選
を
も
く
ろ
ん
で
い
る
。

△
我
仏
教
界
か
ら
も
有
能
な
六
名
が
立

候
補
す
る
も
よ
う
。
全
員
当
選
の
為
積

極
的
応
援
が
の
ぞ
ま
れ
る
。
　
（
K
生
）
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